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　先日、「ガバナンス」という行政職員向けの
雑誌を読んでいて、興味深い記事を見つけま
したので紹介します。その記事は、文教大学
の定野客員教授が執筆されており、フランス
の哲学者ポール・ジャネが発案した「ジャネー
の法則」について紹介されていました。
　「私たちは年を重ねるにつれ、１年が本当に
早いと感じるようになるが、この感覚を説明
する考え方として有名なのが、『ジャネーの法
則』である」
　少し紹介すると、人生における体感時間は
年齢に反比例するという考え方です。６歳の
子供にとっての１年は人生の６分の１ですが、
60歳の大人にとっての１年は60分の１となり、
同じ１年でも短く感じられるというものです。
　しかし、興味深いのは、「時間の感じ方は単
に年齢だけで決まるのではない」と、定野教
授が指摘している点です。人が時間を長く感
じるか短く感じるかは、「時間の密度」、つま
りどれだけ新しい刺激や初めての経験があっ
たかによって大きく左右されます。子どもの
時間が長く感じられるのは、毎日が初体験の
連続だからです。一方で、大人になるほど経
験が蓄積され、同じような１日をくりかえす
ことで、時間は短く感じられてしまいます。
　では、大人はもう時間を長く感じることが
できないのか。私はそうではないと思います。
「新しいことに挑戦する」「人と深く関わる」
など、主体的な行動を起こすことで時間の密
度は再び高まり、人生の体感時間は長くなる
と思います。
　かつらぎ町には、そうした時間を生み出す
場があります。ボランティア活動や仕事、学
びなどの中に、自分の「居場所」と、力を発
揮できる「出番」があります。受け身で過ご
す時間を止めて、自ら進んで関わり、動いた
時間こそが、記憶に残る人生の１ページにな
るのではないでしょうか。
　時間が早く過ぎると嘆くのではなく、時間
を濃くする生き方を、ぜひ実践していきましょ
う。

かつらぎ町長　中阪　雅則　

町長メッセージ
町民のみなさまへ

　令和８年度から、妊婦の健康づくりと子育
てしやすい環境づくりを応援する「マタニ
ティ応援プロジェクト」を実施します。
　 内容（令和８年度）
金芽米10㎏（贈呈）
※「金芽米」は旨味や栄養素が詰まった層を
残して精米した白米で、おいしさと栄養が両
立した健康志向のお米です。町の学校給食で
も使用しています。
 　対象　令和８年４月１日以降町に住民登
　 録がある妊婦など。
※詳細は、妊娠届出時などに説明します。

     健康保険課健康推進係（内線2217）
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マタニティ応援プロジェクト

子育て
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　児童手当の対象児童を養育する父母などに、
子ども一人につき２万円を１回限りで給付し
ます。申請は原則不要ですが、以下の方は申
請してください。

申請が必要な方
　次のいずれかに該当する方。
①勤務先から児童手当を受給している公務員
　の方
②①以外の方で役場から個別通知が届かなか
　った方
 　必要書類　振込口座のわかるもの
 　申請方法
①の方　勤務先から申請書を受け取り、役場
　へ申請してください。申請書には勤務先の
　証明印が必要です。
②の方　電話にて役場へ申請書の送付依頼を
　するか、町ホームページから申請書を印刷
　し申請してください。
 　申請期限　
①の方　３月９日(月)※消印有効
②の方　３月31日（火）※消印有効
　期限内に申請するのが困難な方は、ご相談
ください。

　 福祉介護課社会福祉係（内線2069）

　  こども未来課子育て支援係（内線3024）　  まちづくり推進課商工振興係（内線2212）

　保護者の就労の有無にかかわらず、こども
園などに通っていないこどもを対象に、月最
大10時間まで保育施設の利用ができる制度
を開始します。
　詳細は、ホームページをご覧ください。
 　事業開始日　４月1日（水）
 　対象　こども園などに通っていない生後
　 ６カ月～満３歳未満までのこども
 　利用施設　佐野こども園・三谷こども園
 　利用上限　こども１人につき月10時間以内

　

　かつらぎ町国民健康保険天野診療所は、令
和８年３月19日（木）の診療を最後に、令
和７年度末で廃止することとなりました。
　これまで地域医療を支えてきた診療所は、
多くの町民の皆さまにご利用いただいてきま
した。長年にわたるご理解とご協力に、心よ
り感謝申し上げます。

　町と町商工会との共催で、町内企業に就職
した新入社員を対象に、合同入社式を開催し
ますので参加企業を募集します。
　本合同入社式は、「かつらぎ町で働く社会
人」としての共通意識を持ち、分野・職種・
職場などの垣根を超えた仲間との交流を図り
ます。日々の業務の円滑化、その他災害など
の有事の際における連携強化に役立てます。
　詳しくは、町ホームページをご覧ください。
 　日程　４月10日（金）午前９時～
 　場所　総合文化会館大ホール
 　対象　町内企業に就職した新入社員
　 申込方法　二次元コードを
    読み取り、必要事項を入力
    の上、お申し込みください。
 　申込期限　３月19日（木）

　 健康保険課保険年金係（内線2055）

子育て

イベント・講座

申し込み

天野診療所の閉院 物価高対応子育て応援手当

乳児等通園支援事業
こども誰でも通園制度

令和８年度
町合同入社式の参加企業募集

子育て
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　４月１日から、接種に使用するワクチンが
現在の23価肺炎球菌ワクチン（ニューモ
バックスNP）から、より高い効果や持続性
が期待される20価肺炎球菌ワクチン（プレ
ベナー20）に変更される予定です。
　現在のワクチンでの接種を希望の方は、３
月31日までに接種を完了してください。
※現在、65歳の誕生日を迎えられた方へ既
に送付しているオレンジ色の「接種券」は、
４月１日以降も66歳の誕生日の前日まで使
用できます。
   注意事項　定期接種対象の方は、接種時に
　「接種券」が必要です。接種券は、65歳
　 の誕生月の翌月上旬に送付しています。

対象
 　定期接種
・65歳の方
・60歳～65歳未満の方で、心臓、腎臓もし
　くは呼吸器の機能またはヒト免疫不全ウイ
　ルスによる免疫の機能障害を有する方。
 　町助成
・70歳以上の方
・66歳～70歳未満の方で、心臓、腎臓もし
　くは呼吸器の機能またはヒト免疫不全ウイ
　ルスによる免疫の機能障害を有する方。
※過去に肺炎球菌予防接種の助成を受けた方
は対象外です。
 　自己負担額　2,500円
 　接種回数　１人につき１回

町からのお知らせ

　対象の方には、４月中に「福祉タクシー券・
自動車燃料券」をゆうパックにて送付します。
　この券は、重度の心身障害者（児）の生活
行動の拡大と社会活動参加の促進、扶養者の
経済的負担の軽減を目的としています。タク
シー料金と自動車燃料費の一部を助成します。
 　対象　町に住民登録があり、次のいずれか
　 に該当する方。
・身体障害者手帳の１級～３級
・療育手帳
・精神障害者保健福祉手帳の１級～２級
※18歳未満の方と令和８年度に18歳に到達
する方は、手帳の障害程度は問いません。

 　健康保険課健康推進係（内線2217）

 　福祉介護課障害福祉係（内線2064）

 　福祉介護課社会福祉係（内線2067）

福祉タクシー・自動車燃料券の送付 高齢者肺炎球菌予防接種
ワクチンの変更

相談案内

　１月１日付けで、法務大臣より「人権擁護
委員」が委嘱されましたのでご紹介します。
　人権擁護委員は、地域の皆さんから人権相
談を受け、法務局と連携して問題解決のお手
伝いや、人権侵害の被害者を救済するなど、
人権啓発活動を行っています。
　相談は無料で、相談者のプライバシーは守
られますので、お気軽にご相談ください。
福本　陽子（再任）四郷地区担当
山添　健治（再任）笠田地区担当
木村　清志（新任）笠田地区担当
篠原　登子（新任）志賀・天野・新城地区担当
　 任期　令和８年１月１日～令和10年12月
　31日

人権擁護委員の委嘱

健康づくり



児童館の急な休館をLINE通知

　児童館の急な休館をLINEでお知らせし
ます。お子様が児童館をよく利用している
方は、ぜひご登録ください。※複数館の登
録はできません。

　 設定方法
町の LINE メニュー > 子育て > 児童館の
情報配信登録 > 設定する > 氏名を入力 >
受信したい児童館を選択>登録

   こども未来課青少年育成係（内線 3015）
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　町営住宅と高田コミュニティ住宅の入居者
を募集します。申込書の配布・受付は、管財
課建築住宅係で行います。申込書と添付書類
一式がそろい次第、受付となります。
　なお、期間内に申し込みがなかった住宅は、
３月16日（月）以降、随時募集とします。
単身入居可能物件
・花園団地13号（花園梁瀬1515-3）：１戸
　３LDK（家賃１万4,400円～３万8,200円）
・北寺団地（花園北寺95）：１戸
　３LDK（家賃１万3,500円～ 3万5,700円）
単身入居不可物件（二人以上で入居可）
・高田コミュニティ住宅（高田235-4）：１戸
　３DK（家賃３万円～６万4,600円）
 　注意事項　家賃は入居者の収入により変動 
 　します。詳細は、ホームページをご覧くだ
　 さい。
 　入居申込書配布期間
　３月２日(月) ～１３日(金)※土日除く
 　入居申込書受付期間
　３月９日(月) ～１３日(金)※土日除く
 　入居者資格　次の条件を全て満たす方。
・住宅に困窮していることが明らかな方。
・本人と同居者の月額総所得が、一般世帯15
　万８千円以下、高齢者・障害者世帯21万
　４千円以下、18歳未満の子または妊婦が
　いる世帯25万９千円以下の方。
・地方税を滞納しておらず、家賃と敷金を支
　払う能力がある方。
・申込者と同居親族が暴力団員でないこと。

　 管財課建築住宅係（内線2085）

　町民の皆さまに農作業を身近に体験してい
ただける町民農園の利用者を募集します。
　健康づくりや生きがいづくり、ご家族での
自然体験の場として、ぜひご活用ください。
 　注意事項　応募数が多い場合は抽選とな
　 ります。
　 募集期間　３月５日（木）～ 19日（木）
 　貸付期間　４月１日（水）～令和９年３月
　 31日（水）
 　場所　丁ノ町第２町民農園（丁ノ町2348
　 番１、2348番２、2349番１）
 　要件　次の全てに該当する方。
・町内に住所を有している。
・農地を所有または耕作していない。
・自ら耕作できる。
 　募集数　10区画（１区画概ね20㎡）
 　金額　年額1,200円（１区画）
 　必要書類　本人確認書類
 　申込方法　担当課へお問い合わせくださ
　 い。

令和８年度町民農園利用者募集
季節の野菜づくりを始めてみませんか

 　農林振興課農業振興係（内線2102）

高田コミュニティ住宅

町営住宅・高田コミュニティ住宅
入居者募集
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　小型特殊自動車(農耕作業用とその他のも
の)は、公道走行の有無に係わらず、所有者
によるナンバーの取得対象となっていますの
で、ナンバーの登録をお願いします。

農耕作業用
農耕トラクター・農業用薬剤散布車・刈取脱
穀作業車・田植機など、国土交通大臣の指定
する農耕作業用自動車
　上記のうち、乗用装置のあるもので、最高速
度により小型・大型特殊自動車分類されます。
 　乗用装置のないもの
　 固定資産税「償却資産」の申告
 　乗用装置のあるもの・最高速度時速35㎞未満
→小型特殊自動車　軽自動車税の申告が必要  
です。
　 乗用装置のあるもの・最高速度時速35㎞以上
→大型特殊自動車（固定資産税「償却資産」 
 　の申告）

その他のもの
ショベル・ローダ、タイヤ・ローラ、ロー
ド・ローラ、グレーダ、ロード・スタビライ
ザ、スクレーバ、ロータリ除雪車、フォー
ク・リフト、フォーク・ローダ、林内並びに
原野作業車、草刈作業車など、自動車の車台
が屈折して操向する構造の自動車、国土交通
大臣の指定する構造のカタピラを有する自動
車と国土交通大臣の指定する特殊な構造を有
する自動車も課税の対象となります。
　上記のうち、大きさと速度により小型・大
型特殊自動車分類されます。
 　次のすべての要件を満たす場合
・車両の長さ：4.7ｍ以下
・車両の幅：1.7ｍ以下
・車両の高さ：2.8ｍ以下
・最高速度：時速15km以下
→小型特殊自動車：軽自動車税の申告が必要
です。
 　上記要件を1つでも超える場合
→大型特殊自動車：固定資産税「償却資産」
の申告が必要です。

町からのお知らせ

　
　軽自動車税(種別割) の課税基準日は４月1
日となっており、軽自動車や原動機付自転車
などの所有者に対して課税されます。
　車両を「他の人に譲った」、「解体処分した」
などの場合は、名義変更や廃車の手続きが必
要となります。住所や氏名変更等は15日以内、
車両を所有しなくなった日から30日以内に、
手続きを行ってください。
　なお、車種により手続き先が異なりますの
で、ご注意ください。

※軽自動車税に関するお問い合わせは、税務
課住民税係へお願いします。
※盗難に遭った場合は、警察への盗難届の後
に、廃車手続きを行ってください。

 　 税務課住民税係（内線2042）　 税務課住民税係（内線2042）

軽自動車の名義変更・廃車手続き 小型特殊自動車のナンバー登録

税・保険料

車　種 手続き・お問い合わせ

・原動機付自転車
　（125cc以下）
・小型特殊自動車
　（農耕作業用な
　ど）

・軽自動車
　（軽四輪乗用・
　貨物、軽三輪）
・軽二輪（125cc
　超250cc以下）
・小型二輪
  （250cc超）

軽自動車検査協会和歌
山事務所
（☎050-3816-1846）

和歌山運輸支局
（☎050-5540-2065）

税務課住民税係(内線
2042)
［名義変更・廃車に必
要なもの］
・ナンバープレート
・本人確認できるも　
　の (免許証など)



マイナポータルでの転出届
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土地、家屋の評価額の縦覧制度
　納税者の皆さんが、土地や家屋の評価額を
比較し、自分の土地や家屋の評価額の適正さ
を判断できる制度です。
・土地価格など縦覧帳簿
(土地の所在、地番、地目、地積、評価額を記載)
・家屋価格など縦覧帳簿
(家屋の所在、家屋番号、種類、構造、床面積、
評価額を記載)
　土地の納税者の方は、町内すべての土地の
評価額を、また、家屋の納税者の方は、町内
すべての家屋の評価額を縦覧できます。
　 期間　４月１日（水）～９月30日（水）
　　       ※土日祝除く

固定資産課税台帳（土地・家屋・償却資産）の
閲覧制度および証明制度
　納税者本人が、自分の固定資産税の課税内
容を確認できる制度です。また、借地人、借
家人の方が、借地・借家部分の固定資産税の
課税内容を確認し、固定資産課税台帳記載事
項の証明書の交付を受けることができます。
 　閲覧・証明書交付開始　４月１日（水）～  
 　※土日祝除く　 
 　対象　町内に固定資産を所有している方
 　必要書類　運転免許証、マイナンバーカー 
 　ドなど身分証明書（借地人、借家人の方
　 は貸借関係と貸借物件がわかる書類を必  
 　ずご持参ください)

　  住民環境課戸籍住民係（内線2065）

　町では、企業の立地を促進し、産業の活性
化や雇用の創出、町民の福祉向上を図るため、
「企業立地促進助成金制度」を創設しました。
詳しくは、お問い合わせください。
 　対象
・製造業
・物流関連産業
・観光関連産業
・小売業 ※他要件有

助成金の種類
 　固定資産投資促進助成金
　納付した固定資産税額に相当する額を、操
業開始後の課税年度から５年間助成します。
 　雇用促進助成金
　町民の新規正規雇用に対して、操業開始年
度から最大３年間助成します。
 　買物利便性向上促進事業支援助成金
　 買物困難地域に小売店舗を新設する場合、
店舗の改装や家賃を特別に支援します。
 　制度の有効期限　令和13年３月31日

　マイナンバーカードを所有
している方は、マイナポータ
ルアプリから転出届と転入予
約（来庁予定の連絡）ができ
ます。
 注意事項　オンライン転出届を提出後、別   
 途、転入先市町村（新住所地）の窓口で転  
　 入届などの手続が必要です。
 　必要なもの
・マイナンバーカード（有効期限内のもの）
・署名用電子証明書暗証番号（大文字の英字
　と数字の６桁～16桁以内）
・券面事項入力補助用暗証番号（数字４桁）

　 まちづくり推進課商工振興係（内線2212）

令和８年度
固定資産縦覧・閲覧のお知らせ企業立地促進助成金制度

職員人事

 　税務課固定資産税係（内線2043）

新規採用（１月１日付）
建設課主査　谷口翔太

マイナポータル

税・保険料



　道路の不具合や水漏れ・動物の
死骸などを発見したら、LINEの通
報機能でお知らせください。
※緊急時は電話でご連絡ください。

かつらぎ町LINE機能紹介

● まちの異常はLINEで通報
通報の種類
道路不具合、水漏
れ、動物死骸、不法
投棄、不審者など

町ＬＩＮＥ＞
メニューにある
「ご意見/通報」
＞通報する
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第５回かつらぎかるた大会開催
　１月18日（日）、総合文化会館大ホールにて、「第５回かつら
ぎかるた大会」を開催しました。
　大会には、町内５つの小学校から選抜された48人が参加し、
熱戦を繰り広げました。
　試合は個人選で行われ、制限時間は10分。低学年（１・２年
クラス）、中学年（３・４年クラス）、高学年（５・６年クラス）
の３クラスに分かれ、トーナメント方式で競い合いました。
３・４年生クラスの決勝戦では、かるた取得枚数が同数とな
り、優勝決定戦が行われるなど、会場は大いに盛り上がりまし
た。
　大会で使用した「かつらぎかるた」は、町発足60周年記念事
業の一環として、町内の小中学生が町の歴史や文化、自然を題
材に制作したものです。これからも「かつらぎかるた」を通じ
て、ふるさとへの愛着・誇りを育んでもらえれば幸いです。
大会結果＜敬称略＞
小１・２クラス
優　勝　田村綺玲莉（渋田小）　　第３位　妹背　寿空（笠田小）
準優勝　岩本　悠里（妙寺小）　　第４位　鍛治　咲良（妙寺小）
小３・４クラス
優　勝　林　　優里（笠田小）　　第３位　前田　莉来（大谷小）
準優勝　妹背　歩空（笠田小）　　第４位　田上　心結（妙寺小）
小５・６クラス
優　勝　松田　幸乃（笠田小）　　第３位　野口　陽愛（笠田小）
準優勝　妹背　心桜（笠田小）　　第４位　岸岡　煌河（笠田小）

プラスチックごみ削減に関する協定締結
　１月27日（火）、ウォータースタンド株式会社と「プラスチッ
クごみ削減の推進に関する協定」の締結式を行いました。
　この協定は、プラスチック、特にペットボトルの使用を抑制
し、環境負荷の低減を図ることを目的としています。
　今後も、ごみの減量、分別の促進に取り組んでいきますのでご
理解とご協力をよろしくお願いいたします。

上）小１・２クラス
中）小３・４クラス
下）小５・６クラス

ウォータースタンド株式会社　常務取締役
近藤様と町長

まちのわだいまちのわだい



子ども文化祭開催
　１月24日（土）・25日（日）、総合文化会館で「第46回かつら
ぎ町子ども文化祭」が開催されました。
　両日行われた作品展示の部では、こどもたちの作品が多数展示
され、訪れた皆さんはこどもたちの豊かな発想や想像力に感心し
ていました。
　また、25日（日）午前に行われた舞台発表の部では、舞踊や
太鼓、ダンスが披露され、こどもたちの一生懸命な姿に会場は大
いに盛り上がりました。
　発表後のインタビューでは、「日頃の練習の成果を発揮するこ
とができた」や「みんなで楽しく踊ることができた」など、こど
もたちは練習や舞台発表を行うことにより、仲間と協力すること
の大切さや達成感を感じられた様子でした。
　なお、開会式のオープニング発表では、かつらぎリーダークラ
ブの活動内容の紹介が行われました。 

　町からのお知らせやイベント情報、町の話題などを、各種SNS
で発信しています。ぜひフォローして、かつらぎ町の“今”をチェッ
クしてください。

＼かつらぎ町公式／

＼かつらぎ町観光協会／ ＼かつらぎ町議会／

ＬＩＮＥ
＠katsuragi-town

Ｘ（旧Twitter）
＠KatsuragiTown

Instagram
＠katsuragi_town

Instagram
＠Katsuragi_wakayama フェイスブック フェイスブック YouTube

かつらぎ町関連のＳＮＳをご紹介

写真上）展示作品、写真下）発表の部
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厚生労働大臣表彰受賞

　令和７年 11 月７日（金）、森口美春さん（柏木）が「令和７年度栄
養関係功労者厚生労働大臣表彰（食生活改善事業功労者）」を受賞さ
れました。
　森口さんは、長年かつらぎ町食生活改善推進協議会会長を務められ、
地域住民の栄養改善活動だけではなく、住民と行政のパイプ役として、
地域の栄養改善に貢献されました。これらの多大な功績が認められ今
回の受賞となりました。

令和７年度
かつらぎ町農業委員会 担い手激励賞
　１月８日（木）、総合文化会館にて「かつらぎ町農業委員
会 担い手激励賞」の授賞式が行われました。
　本年は、地元の農業委員等から推薦を受けた４人が表彰
されました。この表彰は、農業に取り組む意欲の向上を図り、
本町における農業の担い手育成、振興及び発展に寄与する
ことを目的に、町の将来の担い手となる農業者をかつらぎ
町農業委員会が表彰するものです。
受賞者　＜順不同＞
　田中　竜可さん（柏木）　　　井本　優也さん（西飯降）
　小柳　美樹さん（東渋田）　　八森　光宏さん（志賀）

リサイクル図書用書架の寄贈

　１月 27 日（火）、和歌山県立きのかわ支援学校高等部木
工班様から四郷公民館に、県が進める「令和７年度読書を
楽しむ習慣作り事業」の一環として、リサイクル図書用書
架をご寄贈いただきました。
　公民館来館者の読書活動推進において、有効に活用させ
ていただきます。心より感謝申し上げます。

宝くじコミュニティ助成事業

　令和７年度の宝くじコミュニティ助成事業で、睦町内会（中飯降）
が集会所を建設しました。
　この事業は、地域コミュニティの健全な発展を図るとともに、宝
くじの社会貢献広報事業のために行われている事業で、整備された
施設や備品などは、地域活動の発展のために役立てられます。 

森口さん

左から）四郷公民館 土畑主事、西浦館長、きのか
わ支援学校高等部木工班 園田さん、矢田さん

建設した睦町内会集会所

左から）農業委員会会長 里神賢幸さん、井本さん、
小柳さん、八森さん、副会長 尾西利文さん

まちのわだいまちのわだい
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Ａコース（１・０㎞）
小学１・２年男子の部
１位　坂本 惺哉 
２位　菅野 智大 
３位　硲石 椋太 

小学１・２年女子の部
１位　梶村 彩心 
２位　岩上 陽南
３位　亀山 実海

Ｂコース（１・５㎞）
小学３・４年男子の部
１位　竹本 健人
２位　高山 三太
３位　南 欧治朗

小学３・４年女子の部
１位　堀 涼賀
２位　堀 葵
３位　石村 優歩

Ｃコース（２・０㎞）
小学５・６年男子の部
１位　松下 拓夢
２位　山東 実言
３位　岩井 晴之輔

小学５・６年女子の部
１位　楠 富美子
２位　石村 瑞歩
３位　梅田 陽妃

一般40歳以上男子の部
１位　西 久雄
２位　岩井 大輔
３位　大藪 修久

一般40歳以上女子の部
１位　三島 陽子
２位　廣瀬 恵子
３位　岡野 和代

Ｄコース（２・０㎞）
中学生女子の部
１位　堀 里緒奈
２位　西浦 ななみ
３位　嶋田 愛

一般女子の部
１位　西浦 ひなた
２位　坂口 多加代
３位　岡田 めぐみ

Ｅコース（３・０㎞）
中学生男子の部
１位　髙木 奏汰
２位　楠 明将
３位　加勢田 新大

一般男子の部
１位　宇野 篤彦
２位　薮本 圭司
３位　森田 周護

大会結果

　２月１日（日）、三谷こども園グラウンドをメ
イン会場に「みんなで走ろう第４４回三谷マラ
ソン」が開催されました。
　この日は天候にも恵まれ、県内外からの参
加者�７５人が雄大な紀の川の堤防を駆け抜
けました。
　各コースの成績優秀者（１位～３位）は次の
とおりです。 《敬称略》

第４４回「三谷マラソン」開催

（大会タイ記録）

（大会新記録）
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が
で
き
る
︒最
近
あ
っ

た
こ
と
を
話
し
て
み
た
り
す
る
︒
例
え

ば
︑
先
生
と
私
の
推
し
の
話
を
し
て
盛

り
上
が
っ
た
り
︑
学
校
で
あ
っ
た
出
来

事
等
を
話
し
た
り
し
て
い
る
︒
先
生
の

経
験
談
を
聞
い
て
参
考
に
す
る
こ
と
も

あ
っ
た
り
︑
私
の
考
え
を
伝
え
て
一
緒

に
解
決
ま
で
ア
シ
ス
ト
し
て
も
ら
っ
た

り
す
る
こ
と
も
あ
る
︒
決
め
つ
け
で
は

な
く
提
案
を
し
て
く
れ
る
の
で
︑
私
の

ペ
ー
ス
で
考
え
る
練
習
に
も
な
り
︑
合

わ
せ
て
く
れ
る
の
で
と
て
も
心
地
い
い

空
間
だ
︒
そ
の
時
々
の
私
が
困
っ
て
い

る
こ
と
も
相
談
し
て
い
る
の
で
︑
今
回

の
人
権
作
文
も
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ

た
︒先
生
は
︑私
が
体
験
し
て
い
る
こ
と
︑

私
に
し
か
書
け
な
い
こ
と
が
あ
る
と
い

う
︒

　

お
喋
り
す
る
気
分
じ
ゃ
な
い
時
に
は

イ
ラ
ス
ト
を
一
緒
に
描
い
て
の
ん
び
り

過
ご
し
た
り
︑
ブ
ラ
ン
コ
に
乗
っ
て
遊

ん
で
み
た
り
︑
ビ
ー
ズ
を
使
っ
て
工
作

を
す
る
時
も
あ
り
︑
色
ん
な
事
を
し
て

い
る
︒
先
生
と
過
ご
す
時
間
は
何
で
も

話
せ
て
︑
聞
い
て
く
れ
て
︑
自
分
の
意

見
も
言
え
る
︑
お
姉
ち
ゃ
ん
が
出
来
た

感
覚
で
と
て
も
楽
し
い
の
だ
︒
私
が
言

葉
に
詰
ま
っ
て
も
待
っ
て
く
れ
て
︑
考

え
が
ま
と
ま
ら
な
い
と
き
で
も
焦
る
こ

と
が
な
い
︒
生
き
や
す
い
時
間
が
Ｏ
Ｔ

な
の
だ
︒
そ
ん
な
風
に
安
心
し
て
過
ご

せ
る
場
所
や
人
達
と
の
繋
が
り
を
も
っ

と
も
っ
と
増
や
し
て
い
き
た
い
︒
そ
れ

が
私
の
今
の
目
標
だ
︒

　

私
が
Ｏ
Ｔ
に
つ
い
て
書
こ
う
と
思
っ

た
理
由
は
︑
私
と
同
じ
様
に
話
を
す
る

こ
と
が
苦
手
だ
と
思
っ
て
い
る
人
や
︑

お
喋
り
し
た
い
の
に
上
手
く
頭
が
回
ら

な
い
人
達
を
﹁
そ
れ
で
も
大
丈
夫
だ
よ
﹂

と
︑
言
っ
て
あ
げ
ら
れ
る
存
在
で
あ
り

た
い
し
︑
助
け
に
な
り
た
い
と
思
っ
て

い
る
か
ら
だ
︒
ま
だ
ま
だ
私
も
自
信
を

も
っ
て
﹁
大
丈
夫
﹂
な
ん
て
言
え
な
い

　

け
れ
ど
︑
少
し
で
も
分
か
っ
て
く
れ
る

人
が
居
て
く
れ
る
だ
け
で
︑
安
心
で
き

る
場
所
が
あ
る
だ
け
で
本
当
に
前
進
し

て
い
る
と
思
う
か
ら
だ
︒
そ
ん
な
勇
気

を
与
え
ら
れ
る
存
在
に
私
も
な
り
た
い

と
思
う
︒

　
﹁
み
ん
な
ち
が
っ
て
︑
み
ん
な
い
い
﹂

　

私
が
大
好
き
な
︑
金
子
み
す
ゞ
さ
ん

の
詩
で
す
︒
そ
れ
ぞ
れ
個
性
は
違
っ
て

良
い
こ
と
だ
と
︑
み
ん
な
が
尊
重
さ
れ

る
社
会
へ
︒
未
来
の
橋
渡
し
に
な
れ
れ

ば
嬉
し
い
︒

　

駅
で
白
杖
を
持
っ
た
人
を
見
た
と
き
︑

私
は
ど
う
声
を
か
け
た
ら
い
い
の
か
分

か
ら
ず
︑
た
だ
遠
く
か
ら
見
て
い
た
︒

車
椅
子
の
人
が
困
っ
て
い
る
の
を
見
か

け
て
も
﹁
助
け
た
い
け
ど
迷
惑
か
も
﹂

と
思
っ
て
何
も
で
き
な
い
︒
気
付
い
た

ら
︑
心
の
中
で
自
分
は
﹁
障
害
が
あ
る

人
＝
か
わ
い
そ
う
な
人
﹂
と
決
め
つ
け

て
い
た
と
い
う
こ
と
に
気
付
い
た
︒
本

当
に
失
礼
だ
っ
た
と
思
う
︒

　

同
じ
よ
う
に
︑
外
国
の
人
︑
特
に
黒

人
の
人
を
見
た
と
き
︑周
り
の
子
が
﹁
こ

わ
そ
う
﹂
や
﹁
何
人
？
﹂
と
言
っ
て
い

る
の
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
︒
そ
の
言

葉
に
悪
気
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
︒

し
か
し
︑
見
た
目
や
肌
の
色
で
勝
手
に

判
断
す
る
の
は
︑
立
派
な
差
別
だ
と
思

う
︒

　

あ
る
日
︑
ダ
ン
ス
の
レ
ッ
ス
ン
に
行

く
と
︑
先
生
が
泣
い
て
い
た
︒
理
由
を

聞
く
と
︑
先
生
の
恩
師
が
︑
黒
人
だ
か

ら
と
い
っ
て
警
察
に
膝
で
首
を
押
さ
え

つ
け
ら
れ
て
亡
く
な
っ
た
と
の
こ
と

だ
っ
た
︒
こ
れ
を
聞
い
て
︑
と
て
も
怖

く
な
っ
た
︒
黒
人
だ
か
ら
と
い
う
理
由

で
人
の
命
を
奪
う
ま
で
差
別
を
す
る
こ

と
に
︑同
じ
人
間
と
し
て
情
け
な
く
な
っ

た
︒
そ
こ
で
私
は
黒
人
差
別
を
知
っ
た
︒

　

障
害
が
あ
る
人
や
︑
黒
人
の
人
達
は
︑
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自
分
で
選
ん
だ
わ
け
で
は
な
い
﹁
違

い
﹂
で
生
き
づ
ら
さ
を
感
じ
て
い

る
︒
し
か
し
︑
そ
の
人
た
ち
を
生

き
づ
ら
く
さ
せ
て
い
る
の
は
﹁
周

り
の
ま
な
ざ
し
﹂
な
の
だ
と
思
う
︒

無
意
識
の
う
ち
に
﹁
普
通
﹂
や
﹁
当

た
り
前
﹂
の
枠
か
ら
外
れ
た
人
を
︑

﹁
な
ん
か
違
う
﹂
と
遠
ざ
け
て
し

ま
っ
て
い
る
︒

　

最
近
で
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
も
︑
見
た
目
や

国
籍
を
理
由
に
し
た
心
な
い
言
葉

が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
︒
顔
が

見
え
な
い
か
ら
こ
そ
︑
発
言
に
は

も
っ
と
思
い
や
り
が
必
要
だ
と
思

う
︒
た
っ
た
一
言
が
誰
か
の
心
を

深
く
傷
つ
け
る
こ
と
も
あ
る
と
い

う
こ
と
を
︑
忘
れ
た
く
な
い
︒

　

私
は
︑﹁
見
た
目
﹂
や
﹁
で
き
る

こ
と
﹂
で
は
な
く
︑﹁
そ
の
人
が
ど

ん
な
人
か
﹂
で
関
わ
れ
る
人
に
な

り
た
い
︒﹁
手
伝
い
ま
し
ょ
う
か
？
﹂

と
自
然
に
声
を
か
け
ら
れ
る
人
で

い
た
い
︒
そ
し
て
︑
誰
か
が
笑
わ

れ
て
い
た
り
困
っ
た
り
し
て
い
た

ら
︑
黙
っ
て
み
て
い
る
の
で
は
な

　
　

く
︑﹁
そ
れ
は
違
う
﹂
と
言
え
る
勇

気
を
持
ち
た
い
︒

　

人
権
は
﹁
大
事
﹂
と
い
う
だ
け

で
は
守
れ
な
い
︒
行
動
で
示
す
こ

と
で
︑
や
っ
と
誰
か
の
心
に
届
く

の
だ
と
思
う
︒
見
た
目
で
決
め
つ

け
な
い
世
界
︒
違
い
を
ら
し
さ
と

し
て
認
め
合
え
る
世
界
︒
そ
れ
を

作
る
の
は
︑
私
た
ち
一
人
一
人
の

気
づ
き
と
優
し
さ
だ
と
思
う
︒

かつらぎ町観光協会 × 紀州かつらぎ熱中小学校かつらぎ町観光協会 × 紀州かつらぎ熱中小学校
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シ
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ン

き
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INFO  くらしの情報

相
　
談

　
前
期
技
能
検
定
の
受
検
申
込
の
受
け

付
け
を
行
い
ま
す
。
受
検
を
希
望
す
る

方
は
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
技
能
検
定
と
は
、
働
く
上
で
必
要
な

技
能
の
習
得
レ
ベ
ル
を
評
価
す
る
国
家

検
定
制
度
で
す
。
試
験
に
合
格
す
る
と

「
技
能
士
」と
名
乗
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

検
定
職
種　
造
園
、
機
械
加
工
ほ
か
多

数受
検
手
数
料

学
科
試
験　
３
１
０
０
円

実
技
試
験　
1
万
8
２
０
０
円（
上
限
）

受
付
期
間　
令
和
８
年
４
月
上
旬

※
詳
し
く
は
、
３
月
以
降
、
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
和
歌
山
県
職
業
能
力
開

発
協
会
（
☎
０
７
３
―
4
2
5
―
４
５

５
５
） 

受
験
資
格

１　
平
成
８
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
17

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
方
。

２　
平
成
17
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

で
、
次
に
該
当
す
る
方
。

①
令
和
９
年
３
月
ま
で
に
大
学
（
短
期

大
学
除
く
）を
卒
業
し
た
方
。（
見
込
含
）

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
方
と
同
等
の

資
格
が
あ
る
と
認
め
る
方
。

試
験
の
日
程

受
付
期
間　
２
月
19
日
（
木
）
〜
３
月

23
日
（
月
）

第
一
次
試
験
日　
５
月
24
日
（
日
）

※
合
格
者
発
表
日
は
６
月
16
日
（
火
）

第
二
次
試
験
日　
６
月
下
旬
〜
７
月
中

旬
※
最
終
合
格
者
発
表
日
は
８
月
12
日

（
水
）

申
込
方
法　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
粉
河
税
務
署
（
☎
０
７

３
６
―
73
―
３
３
０
１
）

お 

知 

ら 

せ

令
和
８
年
度
前
期
技
能
検
定

令
和
８
年
度

国
税
専
門
官
採
用
試
験

有
　
料
　
広
　
告

　
困
っ
て
い
る
の
に
誰
に
も
言
え
な
い

こ
と
、
誰
に
話
し
た
ら
い
い
の
か
分
か

ら
な
い
こ
と
な
ど
、
相
談
を
幅
広
く
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

対
象　
概
ね
15
歳
〜
39
歳
ま
で
の
方
と

そ
の
家
族

費
用　
相
談
・
利
用
無
料

問
い
合
わ
せ　
若
者
総
合
相
談W

ith 
You

（
☎
０
７
３
６
―
32
―
０
８
７
４
）

　
適
職
診
断
、
面
接
対
策
を
お
手
伝
い

し
ま
す
。

　
「
自
分
に
合
っ
た
仕
事
を
知
り
た
い
」

「
就
活
の
仕
方
が
分
か
ら
な
い
」
と
お

悩
み
の
方
、
ま
ず
は
お
電
話
く
だ
さ
い
。

（
49
歳
ま
で
の
方
利
用
で
き
ま
す
）

日
時　
月
〜
金
曜
の
午
前
10
時
〜
午
後

６
時
※
祝
日
除
く

対
象　
就
労
を
希
望
す
る
無
職
の
方

（
15
歳
〜
49
歳
の
方
と
そ
の
家
族
）

費
用　
相
談
・
利
用
無
料

問
い
合
わ
せ　
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
き
の
か
わ
（
☎
０
７
３
６
―
33

―
２
９
０
０
）

若
者
総
合
相
談W

ith You

お申し込み

お申し込み



相　談　日

ひ
き
こ
も
り

就
　
　
労

く
　
ら
　
し

日　　時 問い合わせ
青年のための「居場所」
ひきこもり相談会
小中高生相談日
シニア（65歳以上）相談会
女性相談日
よりみち親の会

障害者・ひきこもり者等就労相談支援センター

無料職業紹介所

就職相談

ふくし何でも相談　※電話相談、訪問相談可
成年後見制度の相談
無料法律相談（先着順）

理学療法士相談（予約制）

消費生活相談

ＮＰＯ法人よりみち
（よりみち菊谷）
☎090-7093-9595

社会福祉協議会
（地域福祉センター２階）
☎22-5222

ＮＰＯ法人よつ葉福祉会
（佐野677-1）☎22-3271
まちづくり推進課商工
振興係（内線2212）
伊都振興局地域づくり課
☎0736-33-4909

健康保険課健康推進係
（内線6031）
まちづくり推進課商工
振興係（内線2212）

有
　
料
　
広
　
告

月～金曜13:30～15:30（祝日除く）
４日(水)13:30～15:30
10日(火)13:30～15:30
18日(水)13:30～15:30

４日(水)19:00～
毎週金曜13:30～15:30

月～金曜9:00～17:00
（祝日除く）
月～金曜8:30～17:15
（祝日除く）

月～金曜8:30～17:15
（祝日除く）
９日(月)・23日(月)13:30～15:30

６日(金)13:00～17:00

10日(火)笠田公民館佐野分館、17日(火)笠田東児童館
４日(水)・25日(水)総合文化会館　時間14:00～15:30

３日(火)かつらぎ町役場、17日(火)橋本市役所
24日(火)九度山町役場　時間13:00～16:00

相 談 窓 口

広報かつらぎ  令和8年（2026年）3月号 16

児童虐待相談ダイヤル

　「虐待を受けていると思われるこどもを発見した｣｢子育
てが辛くてついこどもにあたってしまう｣など、一人で抱
えないでお気軽にご相談ください。※秘密は厳守されま
す。かつらぎ町児童虐待相談ダイヤル（☎22－8877）
【その他の相談先】
伊都振興局健康福祉部（☎0736－42－3210）
和歌山県中央児童相談所（☎189番）
※緊急を要する場合は警察（☎110番）まで

こ 

ど 

も

こども家庭センター（妊娠～子育ての相談）

不登校の居場所 ※金曜カウンセリング可、学校休業時除く

不登校の保護者交流会（隔月）

健康保険課健康推進係
（内線6031）
教育委員会（教育支援
センター）☎22-030313日(金)15:00～17:00

月～金曜8:30～17:15
（祝日除く）
月～金曜9:00～15:00（祝日除く）

認知症や介護の相談･情報交換･勉強会

日時・場所
毎月第３木曜　午後１時～３時
かつらぎ町地域福祉センター２階

「 認知症家族の会 」

問い合わせ　福祉介護課介護支援係
（内線 2076）かつらぎ町地域包括支
援センター（☎22-2322）



●
一
般
書

分
裂
蜂
起　
　
　
　
　
　
佐
々
木　
譲

月
10
万
円
を
楽
し
く
稼
ぐ
ち
ょ
い
ワ
ー

ク
図
鑑
　
　
　
　
　
　
華
井　
由
利
奈

新
・
解
き
た
く
な
る
数
学

　
　
　
　
　
佐
藤　
雅
彦　
ほ
か（
著
）

空
き
家
ま
る
ご
と
D
I
Y
!

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阪
口　
克

●
児
童
書

四
角
い
空
の
む
こ
う
へ

由
美
村   

嬉
（々
文
） 

羽
尻　
利
門（
絵
）

お
め
ん
で
あ
そ
ぼ
う
よ
　
五
味　
太
郎

ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
ケ
ー
ス
で
!
ボ
ッ
チ
ャ

　
　
　
　
日
本
ボ
ッ
チ
ャ
協
会（
監
修
）

図
解
乗
り
物
の
歴
史

　
　
　
　
　
　
　
　
モ
リ
ナ
ガ　
ヨ
ウ

確
認
く
だ
さ
い
。

引
換
期
間　
３
月
31
日
（
火
）
〜
４
月

30
日
（
木
）

ム
ー
ン
ラ
イ
ト
・
イ
ン　
中
島　
京
子

少
女
は
卒
業
し
な
い　
朝
井　
リ
ョ
ウ

が
っ
こ
う
だ
っ
て
ど
き
ど
き
し
て
る

ア
ダ
ム・レ
ッ
ク
ス
（
文
）
ク
リ
ス
チ
ャ

ン
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
（
絵
）

図書館
だより
３月の休館日

１～６・９・16・23・30

開館 9:00～17:00
☎22-0303

さ
ま
ざ
ま
な
身
の
上
を
生
き

る
武
家
の
女
人
た
ち
。

心
温
ま
る
神
様
ミ
ス
テ
リ
ー
。

「
小
さ
な
新
し
い
挑
戦
」
を

楽
し
み
た
く
な
る

わ
ん
ぱ
く
だ
ん
シ
リ
ー
ズ
第

28
弾
。

児
童
ペ
ン
賞
少
年
小
説
賞
受

賞
作
。

ト
イ
レ
の
話
、
う
ん
ち
の
雑

学
な
ど
を
、
イ
ラ
ス
ト
と
と

も
に
紹
介
。

新 

着 

図 

書
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図
書
館
で
購
入
し
て
い
る
雑
誌
や
本

の
付
録
な
ど
が
抽
選
で
当
た
り
ま
す
。

　
応
募
期
間
中
、
本
を
借
り
る
ご
と
に
、

１
枚
応
募
券
を
お
配
り
し
ま
す
の
で
、

ご
応
募
く
だ
さ
い
。※
応
募
券
の
配
布

は
お
ひ
と
り
１
日
１
枚
ま
で
で
す
。

応
募
期
間　
３
月
７
日
（
土
）
〜
22
日

（
日
）

応
募
方
法　
館
内
に
掲
示
し
て
あ
る
欲

し
い
付
録
の
番
号
、
貸
出
利
用
券
番
号
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
生
年
月
日
を
応
募

券
に
記
入
し
、
図
書
館
内
に
あ
る
応
募

箱
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

抽
選
発
表　
３
月
31
日
（
火
）

　
抽
選
結
果
は
、
引
換
期
間
中
図
書
館

内
に
掲
示
し
ま
す
。
当
選
者
へ
の
個
別

の
連
絡
は
し
ま
せ
ん
の
で
、
各
自
で
ご

お 

知 

ら 

せ

●
付
録
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

●
新
し
い一歩
を
踏
み
出
す
あ
な
た
へ

kids

一
般
書
新
着
図
書

児
童
書
新
着
図
書

「トイレが楽しくなるうんちのひみつ」
さいとう　あずみ（文・絵）
今泉　忠明（監修）

「あの日のあなた」
中川　なをみ（作）
大野　八生（絵）

「わんぱくだんのすごろくたんけん」
ゆきの　ゆみこ　ほか（作）

末崎　茂樹（絵）

「武家女人記」
砂原　浩太朗（著）

「かえる生活」
群　ようこ（著）

「お稲荷さまの謎解き帖」
朝水　想（著）

READING
IS FUN!



　かつらぎ総合文化会
館のイベント情報を
LINEで配信しています。
かつらぎ町LINEのお友
達追加後、受信設定を
お済ませください。

設定方法
❶かつらぎ町LINE友達追加
❷「受信設定」を押す。
❸生年月日を入力
＞住まいを選択＞
ほしい情報で「イ
ベント・講座」を
選択＞完了

LINEで
イベント情報を配信中

町LINE

短
歌
（
笠
田
短
歌
サ
ー
ク
ル
）

TOWN CULTURE

かつらぎ総合文化会館
ホ ー ル の ご 案 内

七
草
の
な
ず
な
が
足
り
ぬ
粥
な
れ
ど
無
病
息
災
願
い
つ
つ
食
む　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亀
田　
重
子

う
ま
そ
う
に
煙
草
ふ
か
し
た
こ
の
椅
子
に
座
る
人
な
き
厨
の
夕　

べ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
川
ひ
と
み

八
十
の
端
を
忘
れ
登
山
す
る
眼
下
見
お
ろ
し
命
を
思
う　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
岡　
潤
子

く
り
や

た 

ば 

こ

そ
く
さ
い

は

は
し
た

［問］ かつらぎ総合文化会館　☎22-0303・FAX22-7102

３/１▶４/12
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文芸の窓
俳
句
（
椎
の
実
）

年
の
暮
れ
句
友
を
残
し
て
君
は
逝
く　
　
　
　
　
室
岡　
博
紀　

偕
老
の
姿
眩
し
き
今
朝
の
春　
　
　
　
　
　
　
　
下
村
ツ
ヤ
子

風
に
乗
り
沈
丁
花
の
香
届
き
た
り　
　
　
　
　
　
玉
置　
隆
子

と　
も

※催物名、日時、内容などが主催者の都合により変更になる場合があります。あらかじめご了承ください。
　また、主催者の都合により掲載していない催物があります。催物の有無は主催者までご確認ください。

最新情報は
こちら

開催日 場所 イベント名 開演 主催者・問い合わせ他

中峯音楽教室（☎090-5040-2298）
/無料
かつらぎ町役場まちづくり推進課
（☎0736-22-0300）/関係者
キアマダンス
（☎080-4824-5427）／無料

かつらぎ町役場健康保険課
健康推進係（☎0736-22-0300）/無料

3/29(日) AV

4/5(日) AV

大

13：00

13：00

4/10(金) 9：00

4/12(日) 大 14：30

AV 13：30

３/１(日)

3/4(水)

全館

紀北合唱連盟発声講座

中峯音楽教室発表会

ダンス発表会

耳のフレイル予防講演会
耳の聞こえと認知症予防

改修工事のため　かつらぎ総合文化会館全館　臨時休館

令和８年度かつらぎ町
合同入社式

第19回初芝橋本高等学校
吹奏楽部定期演奏会

初芝橋本高等学校吹奏楽部
濱田（☎0736-37-5600）/無料
紀北合唱連盟（☎080-2512-3204）
/講習料　大人500円　小人300円

3/22(日) 大 14：30

　３月20日（金）まで大ホールは、改修工事のため使用
できません。ご迷惑をお掛けします。また、３月１日（日）
改修工事のため、全館臨時休館となります。
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３月 こそだてカレンダー

※りんごちゃん教室は２カ月に１回の開催。
※警報発令時の中止：午前中の健康相談・教室は午前８時
30分の時点、午後の健診・教室は午前11時の時点。

持ち物  母子手帳、バスタオル
問い合わせ　健康保険課健康推進係（内線2054）

LINE予約開始
町LINEメニューから予約できます。
・子育て広場「すくすく」の予約
・母子手帳の交付予約
・子育てに関する相談受付
・子育て支援センターイベント予約

かつらぎ町
LINE

　こども達に人気の洗濯
バサミ遊び！指先を使っ
て集中して遊んでいます。
　完成すると嬉しそうに
お母さんや保育士に見せ
てくれます。

※詳しくは、健康推進係までお問い合わせください。

日程 サークル名 場所
３/13（金） 笠田育児 笠田ふるさと交流館

● 育児サークル（10:00～11:00）

※利用する場合は、施設にお問い合わせください。

● 園庭開放（要事前予約）
聖心幼稚園
（☎22-1336） 9:30～11:00３/13（金）

イベントは都合により変更になる場合がありますので、ご
理解とご協力をお願いします。

● 子育て支援センター
３/６・13（金）9:00～11:30
　おめでとうコーナー
　対象：誕生月の未就園児のみ
　持ち物：タオル・ウェットティッシュ
３/12（木）10:00～11:00
　わくわく広場
　内容：かわいいクリアファイル作り☆
　持ち物：飲み物
　定員：６組　要予約：2月26日（木）～

３/25（水）10:00～11:00
　なかよし広場
　内容：みんなで遊ぼう♪お別れ会
　持ち物：飲み物
　定員：10組　要予約：3月11日（水）～

〔育児相談〕子育てについて悩んでいませんか？
　いつでもお気軽に、ご相談ください。
開館　月～土曜 ※祝日除く・土曜は正午まで
　　　午前９時～正午、午後１時～４時
場所　保健福祉センター１階
問い合わせ　子育て支援センター「はぐくみ」
（内線6013・☎080-8317-3788）

子育て支援センターからのお便り

身体計測・医師による診察・発達観
察・育児相談・離乳食指導

ふれあい遊び・子守歌・絵本の読み聞
かせ・ペープサート・ブックスタート事
業による絵本のプレゼント

身体計測・発達観察・育児相談・離乳
食指導・歯科指導

身体計測・医師による診察・歯科医師
による歯科検診・発達観察・食事指導
・歯科指導

助産師による母乳相談、栄養士によ
る離乳食相談など

ふれあい遊び・手遊び・絵本の読み聞
かせ

事業名 日　時 時　間 対　象 内　容
４か月・６か月児
健康診査
３歳６か月児
健康診査

10か月児健康相談

3/27㈮

3/17㈫

3/13㈮

4/1㈬

3/4㈬
4/1㈬

3/12㈭

3/12㈭

13：30～
15：00

13：30～

10：00～

令和７年９・11月生まれ

受付時間は
個別に通知

令和４年８・９月生まれ

乳児を持つ保護者と妊婦

令和７年４・５月生まれ

令和７年４月生まれ

令和６年１月生まれ

令和７年７・８月生まれ
令和７年８・９月生まれ

２歳児健康相談

子育て広場
「すくすく」
７か月児教室
「さくらんぼ」
乳児教室

「りんごちゃん」

股関節異常の有無股関節検診

3/13㈮

令和７年９～12月生まれ

身体計測・発達観察・育児相談・食事
指導・歯科指導



かつらぎ町
ホームページ

かつらぎ町
LINE登録

かつらぎ町の人口
（１月末日現在）

15,060人（前月比－３人）　男 7,114人　女 7,946人　世帯数 7,130世帯
出生 ７人　死亡 24人　転入 45人　転出 31人

受賞者＜敬称略＞
　渋田小学校　６年　阪中　初菜
　笠田小学校　６年　吉村美乃里
　　　　　　　６年　齋藤　涼太
　大谷小学校　６年　木村　愛花
　妙寺小学校　６年　三林　愛梨
　　　　　　　６年　中前　寧々
　笠田中学校　３年　辻　　璃子
　　　　　　　２年　上江　辰宜
　　　　　　　１年　窪田慎二郎
　妙寺中学校　３年　大谷　啓斗
　　　　　　　３年　森本　凌生
　　　　　　　２年　鍵澤　寛人

❶阪中さん❷吉村さん、齋藤さん❸木村さん❹三林さん、中前さん
❺辻さん、上江さん、窪田さん❻森本さん、大谷さん、鍵澤さん

こんにちは

１月の４か月健診に
来た赤ちゃんを
ご紹介します♪

赤ちゃん

はるきちゃん あやはちゃん かいしゅうちゃん

あおいちゃんつむぎちゃん

すばるちゃんるいちゃん かいりちゃん

善行少年表彰
　２月４日（水）、かつらぎ警察署にて、
12人の児童・生徒が表彰されました。
　かつらぎ警察署少年補導員連絡会で
は、青少年健全育成の一環として、か
つらぎ警察署管内の小・中学校で、地
域社会での奉仕活動など、模範となる
行いのあった児童・生徒を表彰してい
ます。

〒
649-7192 和

歌
山
県
伊
都
郡
か
つ
ら
ぎ
町
大
字
丁
ノ
町
2160

TEL：
0736-22-0300　

FA
X
：
0736-22-6432 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：
https：

//w
w
w
.tow

n.katsuragi.w
akayam

a.jp/
電
子
メ
ー
ル
：
info@

tow
n.katsuragi.lg.jp

発
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：
令
和
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通
巻
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）
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行
：
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づ
く
り
推
進
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